



明治大学図書館は,1999年 度 ・2000年度(1999.4.1～2001.3,31)の 私
立大学図書館協会(以 下単に 「私大図協」という)会 長校に就任した。「私












ためにも,皆様方のご協力をお願い致 したいとい うことで,改 めてこの席
を借 りましてお願い申し上げたいと思います』。引き続き行われた総会に
おいて私は,審議事項の提案説明を行ったが,その冒頭に 『私どもは,「私





ここでは,明 治大学図書館が 「私大図協」で果たした役割,意 義などを




書館協議会が昭和5年6月 に成立 したことに始まる。爾来70年 の歴史を
刻んだ伝統あるものである。前身の 「東京私立大学図書館協議会」の発足
にあたっては,明治大学は中心的な役割を果た していた。つま り,「昭和
5年6月16日,早 稲田大学図書館林癸未夫(館 長),法 政大学図書館天晶
寿(司 書),明 治大学図書館森本謙蔵(司 書長)は 連名で,冒頭に次のよう






会が成立する運びとなった。」[2]と ある。昭和5年 には,わずか10大 学図
書館からのスター トであった。森本謙蔵本学図書館元司書長は協議会の事
務局長として活躍 したが,前掲五十年史によると,森 本元司著長が,東 京
私立大学図書館協議会の発足や発展に献身的に尽力されたことがうかがえ
るのである。
その後,昭 和13年 に関西地区の3大 学が加盟 し,「全国私立大学図書館
協議会」へと発展 し,戦況が厳 しい中,昭和18年5月 中央大学での第6回 総













時の図書館長は山崎賢一法学部教授)の 会長校(当 時は 「常任理事校」と















































任職員のいる図書館もあれば,図書館員が1人 とい う零細な大学図書館 も
存在する。多くは10人 程度の図書館員である。このような現実の中で,こ'
れまで有力校に何事も頼るとい う風潮があったことは,あ る面ではうなず
















① 国立情報学研究所(旧 学術情報センター)と 「私大図協」の懇談会











社が発行する雑誌約1200タ イ トルについて2000年 契約分から従来の慣行
を破って,1)日 本の購読者には円価格でのみ販売する。 ドルやユーロでの
販売は認めない。2)円 とギルダーとの交換レー トは,1ギ ルダー67円 と
するとい うものであった。1ギルダーが67円 とい うレー トは,1998年 の円
安が大きく進行した当時のもので,不 当なレー ト設定であった。(ち なみ
一100一
に,2000年10月 上期は1ギ ルダー=42～44円 を推移 した。)
この措置に対 し,1)に ついては,並行輸入を認めないということが独占




本薬学図書館協議会 と連携し協議を重ね,2000年6月 には,3団 体合同で
「外国雑誌の価格問題を考えるシンポジウム」を開催 した。シンポジウム
は180名 ほどの参加者があり成功裡に終了した。エルゼビア ・サイエンス









について講演いただき好評を博 した。2000年11月 に第2回 図書館総合展




































また,1年 半に渡 り 「私大図協」事務局を担当する中で,多 くの人々との
出会いがあった。国立 ・公立 ・私立の大学図書館関係者,出版社 ・書店の
方々,図 書館システムを担当するコンピューターメーカーの方々である。


























業者は30～40社 が参加するが,多 くは 「デジタル」資料である。図書館






















う立場で役員校に就任する。また,2001年 度 「私大図協」総会 ・研究大会
は,2001年8月 本学リバティタワー及び新 ・中央図書館で行われる。またま
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